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「京都市持続可能な都市構築プラン（仮称）」（素案）に対する 

市民の皆様の主な御意見と御意見に対する本市の考え方 

１ 第１章 はじめにについて（５３件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 御意見に対する本市の考え方 

⑴ プラン策定の背景に関すること 27  

・ 人口減少，高齢化社会に立ち向かうため，このプ

ランで一歩ずつ前進できることを期待する。 

・ 京都市の現状を分析し危機感を持って将来像を

考える取組は非常に重要である。 

・ 詳しいデータや資料が載せられていたので京都

市の状況がよくわかった。 

・ このような取組があることを知ることが大事で

あり，期待している。 

                   など 

27 

 本市ならではの特性を活かすととも

に，人口減少・少子高齢化の進行等をはじ

めとする様々な課題に対応するための本

プランの策定に向けた検討を進めてまい

りました。 

本プラン及びプランに掲げる都市の将

来像を，多くの市民・事業者の皆様と共有

し，京都のまちにふさわしい持続可能な

都市の構築に向けて取り組んでまいりま

す。 

⑵ プランの役割・位置付けなどに関すること 26  

【プランの役割・位置付け】 

・ このプランを知ることで，市民全員の先々の行

動につながれば良い。 

・ このプランを見て，まち全体のことを考えるよ

い機会となった。 

・ プランをもっと多くの人に知ってもらい，みん

なで京都を守り，よりよいまちにしていくことが

大切である。 

・ 「保全・再生・創造」の基本方針を踏まえたうえ，

メリハリのある土地利用を促すプランとなってい

る。 

・ このプランは，各地域が自身の地域に合った地

域活動を起こす余地のある計画で良いと思う。 

・ プランの内容に難しい部分があるので，今後，

様々な機会を通して周知していってほしい。 

                                      など 

23 

本プランは，これまでの「保全・再生・

創造」の土地利用を基本とした「都市計画

マスタープラン」の実効性をより高める

プランです。将来にわたって暮らしやす

く，魅力や活力のある持続可能な都市構

造を目指した，土地利用の誘導を図るた

めの「まちづくりの指針」として位置付け

ます。 

また，市民や事業者の皆様と，都市の将

来像を共有し，協働のまちづくりを進め

るとともに，関係計画や各地域での具体

的なまちづくりの方針等とも連携し，取

組を進めてまいります。 

今後も様々な機会を通じて，市民や事

業者の皆様への周知に努めます。 

【目標年次】 

・ 骨子案では 5 年ごとのプランの見直ししか書か

れていなかったが，今回は指標が示されたので効

果を点検しながらまちづくりを進めてもらいた

い。 

                       など 

3 

プランの目標年次は，概ね 20 年後の

2040 年としておりますが，社会経済状況

の変化や，地域のまちづくりの状況等も

踏まえ，概ね 5 年ごとに全体的な点検等

を行い，持続可能な都市の構築を目指し

てまいります。 
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２ 第２章 京都市の特徴と課題について（２２４件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 御意見に対する本市の考え方 

⑴ 京都市ならではの特徴に関すること 38  

・ 京都は大学，歴史，観光，文化，いろんな魅力

が詰まった都市である。 

・ 京都はブランド力，伝統もあるが，クリエイテ

ィブな面もある。 

・ 京都はコンパクトな中に住まい，産業，働く場，

自然が配置されていることが素晴らしい。 

・ 古い家が多いなどの特徴もあるが，生活文化が

残っていて，それが町の魅力である。 

・ 適度な大きさの都市だからこそ，創造性を生む

産業，生業や，仕事の場と住む場が近く，混在す

ることで生まれる魅力がある。 

・ 提起されている全ての要素が複雑にレイヤー

されているのが京都の特徴である。 

                    など 

38 

御意見にあるような京都ならではの特

色や強みを守り，さらに高めていくこと

が，京都ならではの持続可能な都市の構

築につながるものと考えており，本市の

都市特性を十分に踏まえたプランとして

まいります。 

⑵ 京都市の基礎的課題に関すること 186  

【定住人口】 

・ 環境，景観，文化もよく住みやすいのに，人口

が減っているのはもったいない。 

・ 人口減少，少子高齢化を実感している。 

・ 本当は市内に住みたいが，広い家を求めれば郊

外に行かざるを得ない。 

・ 住宅価格や家賃が滋賀や宇治に比べると高い

と感じる。若い人には住みにくいのではないか。 

・ 周囲には，結婚を機に転出する人が多い。 

・ 息子も大学卒業後に東京に行ってしまった。 

                      など 

58 

人口減少・少子高齢化の進行や，若年・

子育て世代が市外に転出し，社会を支え

る世代が減少することは，都市の活力や

地域コミュニティ，生活文化の維持・継承

の点でも大きな課題です。 

沿線の住宅価格は京都市内が高い傾向

にありますが，若い世代が市内に暮らし

てみたくなる魅力的な拠点の形成や，生

活空間の確保，あらゆる世代がライフス

テージに応じて安心・快適に暮らせるま

ちづくりを目指してまいります。 

【産業・働く場】 

・ 大学が多く，学生がたくさんいるが，就職先が

少ない。 

・ できれば京都で働きたいが，就職で大阪や東京

に行くことを考えている友人が多い。 

・ 大企業で働くために市外へ出る人が多いので，

市内の中小企業は，働く人を確保しにくい。 

・ オフィス不足が問題。賃料が高すぎることが原

因で，勤務先の支店がなくなった。 

・ 地場産業が衰退していて，もったいない。 

                     など 

31 

産業の活性化や市内での働く場の確保

は，都市の活力や定住人口を確保してい

くうえで，重要な課題です。 

内陸都市である本市においては，まと

まった産業用地・空間の確保が難しいこ

とや，工業地域等において住宅が増加す

るといった課題もあります。本プランを

踏まえた土地利用の誘導など，実効性の

ある取組を進めていくとともに，関係施

策とも連携しながら，中小企業からグロ

ーバル企業までが集積する京都の産業の

活性化と市内での働く場の確保を図って

まいります。 
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【文化・地域コミュニティ】 

・ コミュニティが薄れていくことが心配。高齢者

の単身世帯も多いため，コミュニティに若い人が

いると安心する。 

・ 高齢者世帯と子育て世帯が入り混じっている

地域では，子どものためにも良い環境・文化が残

っている。 

・ 長く住み良い文化的な都市という京都の良さ

が失われつつあるのを肌で感じる。 

・ 前回の意見募集時に分かりにくいと書いた地

域コミュニティの箇所が分かりやすくなったの

で，ありがたい。 

・ 空き家が増えることで，コミュニティの維持が

難しくなっていることが問題。 

・ 空き家は管理の問題を解決することが大事で

ある。地域の殻を破って空き家を活用すると，人

が集まると思う。 

                     など 

40 

人口減少・少子高齢化の進行は，地域コ

ミュニティの活力が維持できなくなるこ

とや，京都ならではの生活文化や安心安

全な暮らしを守れなくなることにつなが

ります。 

本プランを市民・事業者・行政が共有

し，協働してまちづくりを進め，社会を支

える中核となる若年・子育て世代の市外

流出や人口減少に歯止めをかけることに

より，地域の活力や住民同士のつながり

の維持を図ってまいります。 

また，空き家の活用促進や発生抑制な

ど，総合的な空き家対策の取組とも連携

してプランを推進してまいります。 

【交流人口】 

・ 留学生向けの受入可能な施設が少ないのでは

ないか。 

・ 市民と観光客の共存が大切だと思う。 

・ 世界的観光地として観光客が多いことは喜ば

しい反面，住民にとってはマナーの悪さ等にうん

ざりしている人も多いと思う。 

・ 家がなくなるとホテルや簡易宿所になってし

まい，住宅が増えない。市民生活とのバランスが

必要と思う。 

・ 観光客が多くて市民がバスを利用しづらい。 

・ 外国人観光客で混雑しているので，宿泊税で調

和のまちになるようにしてほしい。 

・ 京都に来ていただく人に，きれいだ，また来た

いと思ってもらえる京都を残していきたい。 

・ 世界中から来てくれる旅行客をもっと大事に

迎えて京都の元気を減らさないようにした方が

良い。 

・ 外国人観光客に，道案内をすることが多く，お

もてなしのために英会話を習い始めた。 

                  など 

57 

留学生等の京都を訪れる多くの人々と

の交流を，都市の魅力や活力の維持・向上

につなげることが重要と考えておりま

す。 

観光については，雇用の創出や，伝統産

業の振興，京都経済の発展等に大きく寄

与しているものと考えております。一方

で，外国人観光客の急増に伴う一部の観

光地の混雑なども生じております。 

そのため，市民生活と観光との調和や

観光の分散化を図り，周辺部も含めた地

域の活性化にも結び付けるなど，関係施

策との連携を十分に図ってまいります。 
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３ 第３章 プランの基本的な考え方について（１９２件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 御意見に対する本市の考え方 

⑴ 基本コンセプトに関すること 105  

・ 将来の課題に対して，まちが一丸となって乗り

越えていこうとしていることが分かった。 

・ 京都の人口を増やすためにも，住みやすいまち

づくりと，多様な働く場を増やすことが重要。 

・ 市内周辺部にもポテンシャルがあふれている。

市内全域で魅力あるまちづくりを。 

・ 中心部に集め過ぎるのではなく，周辺地域の再

生も大事である。 

・ 市街地の縮小という方向性を考えてみてはど

うか。広がりすぎた市街地を農地や自然に戻して

いくことも検討をお願いしたい。 

・ 京都は大都市として，自然環境が適切に保全さ

れ，将来の世代からの要求も満たすような開発が

行われなければいけない。 

・ 基本コンセプトのどれも重要であるが，特に創

造性の確保を重点的に進めていくべき。 

・ 京都ブランドを生かして，京都市でクリエイテ

ィブな活動ができる場が増えると良い。 

・ コンパクトシティ・プラス・ネットワークの考

え方が重要である。 

・ 市民と観光客の共存が大切であり，みんなが住

みよい町となることによって，後に人口も増える

のではないか。 

・ 来訪者も大事だが，住んでいる人の満足，魅力

が大事である。 

・ 基本コンセプト，基本方針に地球環境危機に伴

う課題とその対応についての言及が見られない。 

・ 基本方針を具体的にどう実現するかが課題だ

と思う。 

                  など 

105 

京都ならではの持続可能な都市の構築

を目指すことが重要であると考え，本市の

都市特性を十分踏まえた基本コンセプト

を掲げております。  

国内外の人々を引きつける文化的，経済

的な本市の求心力を踏まえると，将来の人

口が一定減少する場合においても，これに

伴う単純な都市の縮小の考え方はなじま

ないと考えております。 

また，歴史や文化，自然環境，伝統産業，

大学など，本市の魅力を受け継ぎ，さらに

創造を続けるまちづくりを進めるととも

に，特色ある多様な地域の魅力を高め，各

エリアがネットワークで結ばれた都市の

構築を進めてまいります。 

さらに，市民の豊かな生活はもとより京

都を訪れる人々の活動をしっかりと支え

る機能性の確保にも努めてまいります。 

同時に，本プランは，あらゆる危機に対

応するレジリエントシティや地球環境の

保全も目指す SDGs の取組とも連携して

推進したいと考えております。 

プランの基本的な考え方を踏まえて，都

市の将来像の実現を目指します。 

⑵ 基本方針に関すること 87  

【基本方針１：都心部と周辺部等の拠点の魅力・活

力の向上】 

・ 拠点の魅力は大事である。働く場の確保にもつ

ながる。 

・ 拠点での施設の充実が生活にも仕事にも大切

である。 

・ ロードサイド店から駅周辺に誘導する姿勢を

打ち出すことが重要。 

・ 大型スーパーもあり，暮らしは便利であるが，

文化施設に行く際や，仕事，買い物はどうしても

まちなかにいく。 

など 

14 

魅力と活力のある拠点の形成は，都市活

力や賑わいの確保に加え，子育て層や高齢

者にとっても活動しやすいまちづくりにつ

ながるものであり，都心部だけでなく周辺

部等の拠点の機能や環境の向上は重要であ

ると考えております。 

また，多様な地域の拠点がネットワーク

で結ばれることで，市民と京都を訪れる

方々の活動を支えるまちづくりを進めま

す。 
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【基本方針２：安心安全で快適な暮らしの確保】 

・ 若い人が近所にいれば，老人・子どもがお互い

に見ることができ，高齢者も安心して住める。 

・ 高齢になっても住みやすい町が良い。 

・ 子育て層も大事だが，増加する単身者向けのマ

ンションなども必要ではないか。 

・ 歩行者，自転車，公共交通がそれぞれに役割分

担され，適切に活用されている姿が望ましいと考

える。 

・ 日ごろから住民が協力して災害に備えておく

のが大事なので，住んでいる人が減らないように

考えてほしい。 

                  など 

26 

子どもから高齢者まで，あらゆる世代

が，それぞれのライフステージに応じて安

心安全で快適な暮らしを送ることができ，

徒歩や自転車，公共交通等で移動しやすい

居住環境の形成を図ることが重要と考え

ており，日常生活を支える施設や公共交通

などの利便性の確保，住宅の既存ストック

の有効活用等を目指します。 

また，地域コミュニティを核とした地域

の防災に対する取組は，大変重要であると

考えております。本プランにおいても，水

害ハザードマップ等を記載し，災害に対す

る意識啓発を図ってまいります。 

【基本方針３：産業の活性化と働く場の確保】 

・ 若い人が中心のまちになるためには，産業をし

っかりと伸ばすことが大事である。 

・ 京都市内で働く場をしっかりと確保してほし

い。 

・ 市内に働く場があれば，子や孫が近くに住んで

くれるので，いいことだ。 

・ ものづくりの企業は零細企業が多い。がんばっ

ていける環境を都市全体で作ることが大事だ。 

・ 産業を増やすことで，自然破壊につながる所も

出てくると思うので，今の環境の中でどのように

発展させていくかといったバランスが重要だ。 

・ 未利用地も上手く使って都市の魅力を上げて

ほしい。 

・ 町家や空き家，廃校等を利用して，働く場所等

を確保していくとともに，伝統工芸や産業をアピ

ールするような企業との連携や拡大を図るべき。 

                    など 

29 

都市の活力と市民の豊かな生活を支え

るためには，産業の活性化と，市内での働

く場の確保が，大変重要と考えています。 

そのため，国内外から多様な人材が集

い，多くの大学や，中小企業からグローバ

ル企業までが集積するものづくり都市と

しての京都の強みをさらに伸ばしていく

ため，周辺環境との調和を図りつつ，オフ

ィスや，一定まとまった産業用地・空間，

工場等の操業環境の確保を図ってまいり

ます。 

また，低未利用地等の活用についても，

周辺環境との調和等も考慮しながら，計画

的な土地利用が必要であるとともに，町家

を利用した伝統工芸の工房など，京都なら

ではの産業や働く場の確保も重要と考え

ております。 

【基本方針４：京都ならではの文化の継承と創造】 

・ 京都のブランド性，歴史や文化，観光，大学の

まちなど，京都ならではの魅力を受け継ぎ，さら

に創造を続ける都市であってほしい。 

・ 大学が多いと芸術の夢が生まれやすい。日常に

触れやすい機会づくりや発信する場所が必要。 

・ 伝統産業の活用や文化産業の継承により，若い

人がそのような分野で働けるような構造にすべ

き。 

・ 文化等を維持・継承させるためには京都に住み

たいと思ってもらわなければならない。 

                    など 

14 

歴史・文化，大学，伝統産業・先端産業

等の多様な資源を大切にして，まちの魅力

とポテンシャルの向上につなげ，新たな価

値を創造できる都市の構築を目指してま

いります。 

そのため，国内外から訪れる多くの人々

が歴史と伝統，文化が息づくまちで学び，

働き，住みたいと感じていただけるよう

な，京都ならではの資源を活かしたまちづ

くりや場の形成などを図ってまいります。 

 

【基本方針５：緑豊かな地域の生活・文化・産業の

継承と振興】 

・ 山間地の暮らしは農家と共存していくことが

大事である。若い人はオーガニック等に関心が強

いので，町の魅力を上手く作ることが大事だ。 

・ 若い人が住めるような土地利用が必要で，農地

（放棄地）を何とかしてほしい。 

・ 山間地域にも暮らしがあり，生活必需の施設が

必要である。 

など 

4 

農林業をはじめとする地域の魅力を活

かした産業，観光関連施設，スポーツ等の

活動拠点の充実等により，都市部との交流

や，若い世代の移住・定住の促進を目指し

ます。 

豊かな自然を活かした地域特有の生活

文化・コミュニティの継承と地域の振興な

ど，地域の将来を見据えた土地利用の在り

方も重要な課題と考えております。 
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４ 第４章 持続可能な都市構造と地域の将来像について（３６１件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 御意見に対する本市の考え方 

⑴ 各地域の分類の考え方に関すること 63  

・ エリア分けして，住みやすくビジネスがしやす

い環境を整えていくことは良いこと。 

・ 地域ごとの役割を知らせることが大切であり，

このプランの意義は大きい。 

・ 「各エリアと相互の関係」を見て，京都が一体

となって頑張っていかないといけないというこ

とが分かる。 

・ それぞれのエリアの繋がりを持たせることで

活性化させていくという視点が大事だ。 

・ 広域拠点エリア以外が活性化し魅力を高めて

いけるかが大切だ。具体的な施策につなげていく

ことを期待する。 

・ 周辺地域の活用を考えることが，本当の京都市

の発展につながるのではないか。 

・ 若い人は周辺に良い環境で住めるようになれ

ばいい。 

・ 職住一体となった京都市の都市構造からする

と，そもそもゾーニングの考え方が合わない。 

・ 創造のゾーンでは，交通や人の動きとセットで

働く場の確保を考えていくべきである。 

・ ものづくり基盤がある所では，大きい工場等に

土地利用すべきであり，その他の周辺部では，保

全と創造を上手く組み合わせていくべきだ。 

                   など 

63 

 これまでの「保全・再生・創造」の土地

利用を基本に，市内各地域それぞれの関係

性なども考慮しながら，市内全体を５つの

エリアに分類しております。 

とりわけ，周辺部等において定住人口の

求心力を高める「地域中核拠点エリア」や，

ものづくり産業の活性化を図る「ものづく

り産業集積エリア」を位置付けるなど，そ

れぞれの地域ごとの役割と特性を踏まえ

て，市域全体の持続性の確保を目指しま

す。 

また，職住一体など職と住が共存するま

ちづくりは，京都の魅力の一つであると考

えており，関係施策との連携も十分に図

り，地域ごとの特色をつなぎ重ね合わせな

がら，まちづくりを進めてまいります。 

⑵ 各地域の将来像と暮らしのイメージに関すること 298  

【広域拠点エリア】 

・ 都市活力を牽引する広域拠点エリアに，“暮ら

しや地域コミュニティと共存しながら”を追記し

たことは，大切なことだと思う。 

・ 京都駅周辺のイメージが少しずつ良い方に変

わってきており，広域拠点エリアが文化・芸術を

基軸としてまちづくりが進むことを期待する。 

・ 都市部に小企業や職人に仕事をする環境作り

や緑化空間を取り入れること。商業地も緑の回廊

や森の見える場所にしていけばよい。 

・ 居住人口，オフィスを増やすのであれば，都心

部への移動手段の充足，特に東西軸を強化させな

ければならない。 

など 

27 

広域拠点エリアは，京都の都市活力を牽

引する役割を担うとともに，都心居住によ

る職と住が共存し，歴史・文化・地域コミ

ュニティが脈々と受け継がれていること

も大きな魅力と考えています。 

京都駅の周辺につきましては，文化・芸

術を基軸としたまちづくりが進められて

おります。また，都心部における緑や，憩

いの空間などゆとりとうるおいのある都

市環境の確保や公共交通ネットワークと

連携した都市機能の充実も重要であると

考えております。関係計画等との連携も図

りながら，京都らしい都心空間の魅力を高

めてまいります。 

【地域中核拠点エリア】 

・ 特に周辺部について，地域中核拠点エリアを中

心にまちが良くなっていくことを期待している。 

・ 生活の中心となる拠点の魅力を伸ばしていく

ことは定住のためには不可欠である。 

・ 地域中核拠点エリアが便利で楽しい場所にな

ればうれしく思う。 

・ 中核拠点エリアの考え方で，他都市から住みた

いと思わせるまちにしていってほしい。 

・ 各拠点エリアの施設整備等は環境に配慮した

ものであるべき。 

・ 拠点は京北や大原にもあった方がよいと思う。 

79 

地域中核拠点エリアにおいては，子ども

から高齢者まで，それぞれのライフステー

ジに応じた多様な都市機能を徒歩圏で快

適に利用できる拠点を形成し，交流の創出

などにより，地域の魅力と暮らしの楽しさ

を高めてまいります。 

そのため，同エリアは，多様な地域から

のアクセス性を考慮し，主な公共交通の拠

点等に定め，地域の特性に応じて，必要な

都市機能の重点的な誘導を図ります。 

京北，大原などの地域については，広く

緑豊かなエリアや日常生活エリアに位置
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・ 一定類型化したことは良いが，あまりイメージ

を固定し過ぎず，地域が持つ多様な資源の良さを

引き出した方が良い。 

・ 交通結節・賑わい型については，求めるものが

地域の方の利用か，市外からの利用や賑わいなの

かを示さないと関わる人の認識がずれると思う。 

など 

付け，まちづくりを進めてまいります。 

本エリアは，各地域の魅力の向上を目指

し，大きく３つに類型化しておりますが，

複合的な特性を持つ拠点があることや，今

後のまちづくりや，広域的な人の動きなど

も踏まえて，適切な土地利用を誘導しま

す。 

【日常生活エリア】 

・ スーパーや病院が近くにあり，これからも便利

に暮らせるまちであってほしい。 

・ 日常生活エリアは生活する市民にとって大事

な視点。市内全域にまんべんなく住めるようにし

てほしい。 

・ 若い世代など人口減少している地域において

は，家庭を持つ住民が暮らしやすい街づくりを進

めるべき。 

・ 団地では空き家も増えており，コミュニケーシ

ョンもとりにくい。 

・ 日常生活エリアでの自然災害の対策や避難場

所の確保も重要だと思う。 

・ 騒音などの問題が起こらなければ，住宅地でも

オフィスがあっても良いと思う。 

・ 家の近くでは，住工がうまく共存している。 

・ 日常生活エリアには，住宅以外の建物が張り付

いた地域もある。一律に考えるのではなく，バラ

ンスを取りながらまちづくりを進めるべき。 

・ ものづくり産業集積エリア以外の地域にも伝

統産業などの職住接近のものづくりの生活がた

くさんある。 

など 

126 

日常生活エリアは，定住人口の生活の場

として，日常生活を支える施設が身近に存

在するとともに，子どもから高齢者まで，

あらゆる世代が安心安全で快適に暮らし

続けられることを目指します。 

団地における空き家等の課題や，自然災

害への対策等については，コミュニティづ

くりや地域防災といった関係施策との連

携を図ってまいります。 

住宅と産業が混在した地域などでは，周

辺環境と調和した産業機能が充実し，相互

にバランスを保ちながら，生活と働く場が

共存したまちづくりを進めてまいります。 

【ものづくり産業集積エリア】 

・ 工業地域は，しっかりとものづくりのための土

地として活用してほしい。 

・ 工場（事業者）と住宅（住民）との調和も大事

だが，そこで働く人のためにも便利で快適な場所

になるとありがたい。 

・ このエリアの内と外の関係性がとても大事で

あることを，できるだけ多くの人が知った方が良

いと思う。 

・ 工場が市外に出ていってしまうと，どうして

も，住まいが一緒に移ってしまうと思う。 

・ 働く場を南部につくるのであれば，交通アクセ

スを考える必要がある。 

                   など 

26 

ものづくり産業集積エリアでは，京都の

都市活力を支えるものづくり拠点として，

工場の操業環境の確保と住宅との調和や，

一定まとまった産業用地・空間の確保を図

り，安心・快適に働きやすい環境や，もの

づくり都市を支える企業等の集積等を目

指します。 

また，働く場への交通アクセスについて

は，働き手の確保や生産性の向上などの観

点からも重要な要素と考えており，関係施

策とも連携を図ってまいります。 

【緑豊かなエリア】 

・ 京都はとてもコンパクトである分，緑豊かなエ

リアにも，人が活動する場所の可能性を，多少見

出せるようにしておいても良いのではないか。 

・ 市街化区域では用地が確保しにくいので，周辺

の調整区域にも働く場を持ってくることを考え

ないといけないのではないか。 

・ 市内周辺部では，高速道路などの交通基盤が整

備され，地域が活性化される。交通基盤を活かす

視点も必要である。 

7 

緑豊かなエリアでは，地域の自然や農林

業，観光等の産業の振興等により，地域の

生活・文化・コミュニティ等の維持・継承

を図っていくこととしております。 

そのためには，都市部との交流や地域の

文化的・地理的特性を活かした産業の振興

等により，働く場の確保や地域の活性化に

取り組んでいくことも必要と考えており，

整備が進む交通基盤も活かしながら，関係

施策と連携のうえ，地域の将来像の実現を



8 

・ 人口が今よりも減ると，地域の目標を達成する

のは難しくなるので，そういう地域にも人が行き

やすくなる工夫があるといい。 

                   など 

図ってまいります。 

【学術文化・交流・創造ゾーン】 

・ 学術文化・交流・創造ゾーンは，京都の魅力を

存分に活用できる面白いアイデアであり，期待し

ている。 

・ 京都でこそ可能な持続性のあるまちづくりの

姿だと思う。 

・ まさに京都でこそ実現できるまちづくりのあ

り方だ。エリアを決めないことが，市内全体でゾ

ーンが生まれることを期待できる。 

・ 京都らしくて非常に良いと思うが，エリアを定

めない点が少し分かりにくく，市民任せな気がす

る。 

・ 人口が減少している周辺地域の方こそが，学術

文化・交流・創造ゾーンを広げて，可能性を伸ば

していけるようにしてもらいたい。 

・ 住まい，働く場，文化が共存してきた京都のま

ちには，住宅地域に住宅だけというのは少し窮

屈。ゾーンを実現し，魅力を引き出してほしい。 

・ 京都らしい取組でよい。大学の周りに誘導でき

れば，新たな京都の産業が誘致でき，若者が定着

し，子育て世代も居続けてもらえるのでは。 

・ 伝統産業などの魅力が伝わるようなことを広

めてほしい。 

                   など 

33 

学術文化・交流・創造ゾーンは，歴史，

文化，大学，観光，伝統・先端産業のまち

といった京都の特性を活かし，新たな魅力

や価値の継承・創造を目指します。 

また，このゾーンは，将来にわたり京都

のまちを大切にする市民や事業者，専門家

などと共に生み出していく必要があるこ

とに加え，市域の隅々に地域の資源が息づ

く本市においては，あらかじめゾーンを目

指す場所を定めるものではありませんが，

たとえば大学の周辺，伝統産業が受け継が

れる地域などにおいて形成を目指します。 

 特色ある地域の暮らしや，文化の継承，

多様な人々の出会いや集い，京都ならでは

の学術や産業を活かした新たな魅力や価

値の創造につなげていくため，学術文化・

交流・創造ゾーンにおけるまちづくりにつ

いて，積極的に情報発信を行ってまいりま

す。 
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５ 第５章 プランの推進について（１６６件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 御意見に対する本市の考え方 

⑴ まちづくり条例に関すること 6  

・ 土地利用の指針として，行政が押し付けるので

はなく，まちづくり条例等を活用し，市民・事業

者・行政の協働で進めることは，とても大事だ。 

・ まちづくり条例と連動させて開発構想の早い

段階から意見調整できることはプランの実効性

にも繋がる。 

・ 市民や開発事業者に対しても分かりやすい地

域の将来像や指導・助言のイメージを提示するべ

きではないか。 

など 

6 

 本プランにおいて，都市の将来像を分

かりやすくお示しし，市民・事業者・行

政が共有し，協働のまちづくりを進めて

いくことが重要と考えております。 

プラン策定後は，まちづくり条例に規

定する「まちづくりの方針」に本プラン

を位置付け，事業者による開発事業の構

想について，本市及び市民の意見を反映

させ，共に良好なまちづくりを推進して

まいります。 

⑵ 都市計画手法等の活用に関すること 90  

【都市計画の決定・変更など各種手法の活用】 

・ 京都が培ってきた文化・人・産業などが，今後

も引き継がれていくように，都市計画の面から応

援してもらいたい。 

・ 土地利用の誘導のため，地区計画や総合設計制

度の手法がよく活用されているので，地域によっ

ては，そうした手法の活用を検討すべき。 

・ 各拠点にふさわしい都市機能の誘導区域を独

自で設定したことは良いことなので，施設計画の

自由度がもう少し見えれば良いと思う。 

・ エリアによって土地の用途を決めてしまい，こ

れまでの規制をはずしたり，住民の意向を無視し

たまちづくりが進むことが危惧される。 

・ 京都のまちづくりにとって，景観政策をどうし

ていくかは重要だと思う。 

・ 20～30 年後の京都の姿を見据えて，高さの緩

和はやみくもにするべきではない。 

・ 都心部は景観を守っていくことが大事である。 

・ 周辺部の景観規制を緩めてほしい。歴史ある町

並みとは異なると思う。 

・ 都市機能を充実させるためにも，誘導区域内で

は高さ規制等の緩和を明確にすることを期待す

る。 

・ オフィス環境や生活環境を改善するために，高

さ等の規制を大胆に緩和すべき。 

・ 文化や景観などをしっかり守りつつ，新しいま

ちや将来の子ども世代のために必要なことであ

れば，ある程度は伸びしろもつくっていくべき。 

                   など 

62 

本プランを都市計画マスタープラン

とともに，まちづくりの指針として位置

付けることにより，都市計画の決定・変

更など，市域全体を見渡し，地域の特性

を踏まえて将来像を見据えた土地利用

の誘導に取り組み，持続可能な都市の構

築を目指します。 

なお，都市計画変更等においては，住

民の御意見をお伺いし，都市計画審議会

による審議も経るなど，その都度，厳正

な手続を行ってまいります。 

また，現在，「新景観政策の更なる進

化」を目指して，外部の有識者による検

討委員会での議論が進められており，景

観に関して頂いた御意見を検討委員会

とも共有してまいります。 

【「立地適正化計画」制度の活用】 

・ 都市機能誘導区域を設定することは，働ける場

所を増やすためにも良いことだ。 

・ 居住誘導区域を都市全体として考えていく方

向性はいいことである。 

・ 誘導区域については範囲を絞るべきである。 

・ 工業地などでの住宅開発届出区域の届出制度

は良いと思う。 

・ 土砂災害警戒区域や浸水想定区域といった，災

害による被害が想定される地域は，居住誘導区域

から除くべき。 

28 

立地適正化計画制度については，法に

基づく制度ですが，本市の都市特性を踏

まえて，産業の活性化や働く場の確保等

を目指す手法として活用することとし

ており，都市機能誘導区域として定める

広域拠点エリア及びらくなん進都にお

いて，公共施設の整備を伴うなど一定の

要件を備えたオフィスを誘導してまい

ります。 

居住誘導区域については，生活サービ

スや地域コミュニティの確保等を目指
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・ 浸水想定区域を居住誘導区域とするのであれ

ば，今まで以上に自助，互助の役割を意識して取

り組んでいく必要がある。 

・ 都市全体のことを考えたプランの中に，ハザー

ドマップなどのネガティブな資料が付けられて

いることは良いこと。今後も周知していくべき。 

                     など 

し，市街化区域の全域から工業・工業専

用地域及び土砂災害特別警戒区域等を

除くエリアへの居住を誘導します。 

また，災害等に備えて，地域の防災力

の維持・向上が重要と考えており，土砂

災害警戒区域及び浸水想定区域を居住

誘導区域に含めることとし，水害ハザー

ドマップの周知や防災施策との連携を

図ってまいります。 

⑶ 関係計画等との連携に関すること 70  

【各種関係分野の諸計画等との連携】 

・ 様々な計画や市の施策を組み合わせて，全体で

取り組むことが必要である。 

・ 持続可能な都市の構築に向けては空き家がう

まく活用されるかが課題。様々な部署が連携・融

合して対処すべき。 

                  など 

42 

都市計画の視点だけでなく，空き家対

策，防災，大学，文化，福祉，産業等を

はじめとする様々な関係分野の計画，施

策，関係機関等と連携しながら，地域の

将来像の実現に向けた土地利用の誘導

を図ります。 

【より具体的な地域まちづくり方針等との連携】 

・ 自分の住んでいる地域について，市民が気軽に

意見を出せる環境になってほしい。 

・ 各地域の課題に応じたまちづくりを進めてほ

しい。（藤城学区，大原野地域，洛西地域等） 

・ 公有地の跡地活用については，しっかりと進め

ること。 

                   など 

21 

本プランの実施においては，各地域の

具体的なまちづくりの方針等と連携し

ながら，取組を進めてまいります。 

また，大規模な低未利用地等は，京都

の魅力や活力を維持するために，貴重な

財産であることから，計画的な土地利用

を図ってまいります。 

【みんなで目指す京都のまちの将来像】 

・ 日本の文化に満ちた都市なので，プランに書い

てあるように，これからも人口 140万人規模の大

都市であってほしいと思う。 

・ 地域の拠点を設定して終わりではなく，今後の

社会の動きに柔軟に対応しながら，強み・弱みを

見ていってほしい。 

・ 人口減少社会と言っているのにオフィス空室

率や工場面積などを指標にすべきではない。 

・ 数値目標を予め設定しておくか，定点観測する

項目を現時点で明確にしておくべき。何が伸びて

伸びなかったのか，わかるように示してほしい。 

など 

7 

本プランを市民・事業者・行政の協働

により進めることで，人口減少に歯止め

をかけ，人口 140万人規模の都市として，

まちの活力の維持・向上を目指します。

また，人口減少や少子高齢化といった社

会経済状況の変化に柔軟に対応し，安

心・快適に暮らし続けられるまちを目指

します。 

そこで，モニタリング指標について

は，人口に係る指標に加え，産業に係る

指標や公共交通，住宅といった幅広い指

標を例示しております。今後とも，各指

標を用いて，市民・事業者の方々と，プ

ランの進ちょく状況を共有し，まちづく

りを推進してまいります。 

 

６ その他（１４４件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 御意見に対する本市の考え方 

その他 144  

・ ごみのない街を作ってほしい。 

・ 環境公害を減らしてほしい。 

・ 自転車のルール・マナーの取組が必要である。 

・ 観光地などにＡＩを活用してはどうか。 

・ 人間以外の生命をもっと大切にしてほしい。 

など 
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いただきました御意見については，今

後のまちづくりの参考にさせていただ

きます。 

 


